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人工知能学事典, 629 頁)。 
[a]センサへの入力から行為モジュールへの出力までの情報変換プロセスに時間がかかる
ため、ロボットが示す動作は緩慢なものである。シェイキーは出発点から数メートル離
















































































































































 計算主義と DSA とは、その認知観において決定的に相違する。概して言えば、計算主
義によれば、認知システムは、「脳すなわち身体内部に座を占める一種のコントロール・ユ
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